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睾丸白膜線維腫の1例
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FIBROMA OF THE TUNICA ALBUGINEA TESTIS i
          REPORT OF A CASE

Yuichi SAKAi， Michinori YAKusHiJi， Shinshi NoDA and Kazuhiko YAMAGucHi

From the Z）e加rtment O∫Urology， Kecracme UniversめSchool O∫Medicine

          （Director： Prof． K． EtO， M． D）

  A case of fibroma of the tunica albuginea t／estis in a 31－year－old male was reported，

  He was admitted under a diagnosis of testicular tumor and partial orchiectomy was

performed．

  This tumor weighed 16g， sized 2．3×2．5×2．Ocm and pathological diagnosis was fibroma of

the tunica albuginea testis．

  This is the 10th case of fibrorna of the tunica albuginea testis in the literature abroad

and only 4 cases could be collected from the Japanese literature．

        緒     言

 筆：丸白膜に原発する腫瘍は，きわめてまれな疾患と

されているが，その中で睾丸白膜に原発する腫瘍はさ

らにまれなものとされている．著者は，最近，睾丸白

膜より発生した線維腫を経験したので，これに若干の

文献的考察を加え，報告する．

        症     例

 患者：紫○徹31才．男子，

 初 診：1973年6月7日．

 主 訴：右側睾丸部の無痛性腫瘤．

 家族歴＝特記すべきことなし．

 既往歴：特記すべきことなし．

 現病歴：約 年前，右陰嚢内に腫瘤のあることに気

づいた．自発痛，圧痛などなく，発赤，熱感などもな

かった．また排尿異常もなかったのでそのまま放置し

ていたが，しだいに腫瘤は増大してきたので，本科へ

精査のため来院する．

 現 症：体格中等度．栄養状態良好．胸部および腹

部聴打診異常なし，腎は，両側とも触知するも異常は

ない．両側股部，鼠径部リンパ節は，触知し得ない．

陰茎，亀頭，包皮正常．左睾丸，副睾丸精管正常，

右側窒丸幅に，母指頭大の腫瘤を触知する．硬度ぱ弾

性硬で圧痛は認められない，副睾：丸，精管は正常．

 検査所見

 尿所見：黄褐色，混濁（一），糖（一），蛋白（一），

ウロビリ／一ゲン（±），ドンネ反応（一），潜血反応

（一）．

 血液所見：赤血球465×104，白血球7，800，Hb 15．

3g／dl， Ht 44％，出血時間2分，血沈中等価2．5，

 ．1血液化学：クレアチニン0．8mg／dl，尿素窒素11

mg／dl， Na 142 mEq／1， K 4．6mEq／1， Cl 107 mEq／

dl， C．a 9．2mg／dl，総蛋白．6，49／dl，分画正常，コレ

ステロール193mg／dl， Al－P 5．5単位，血清梅毒反

応陰性．

 レントゲン学的検査；胸写，EP， IVP（Fig．1）異

常なし，精嚢造影異常なし（Fig．2）．

 その他の検査：尿道ツベルクリン反応（一），妊娠

反応（一）．

 手 術：1973年6月18日，右側睾丸腫瘍の診断のも

とに手術を施行した，右側陰嚢に約5cmの縦切開を

加え，肉様膜を剥離し，右側陰嚢内容を創外に露出し

た，総鞘膜を開くに，黄褐色の漿液約5mlが貯留し

ていた．腫瘍は，睾：丸体部より，有茎性に外方に突出
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しており，睾丸と連続する被膜で覆われていた．腫瘍

茎部周囲の睾丸白膜に切開を加え，睾丸実質をみる

に，肉眼的に全く変化がみられなかったので，腫瘍を

周囲の睾丸組織を含めて摘出した．さらに副睾丸頭部

に近接した睾丸被膜より1×O．5×O。5cm， O．5×O．5×

0，7cmの腫瘤2コがあり，周囲被膜を含めて切除し

た．つぎに固有鞘膜を精検するに，副睾丸体部の近く

に，灰白色川凸不正な隆起物を認めたのでこれもあわ

せて切除した，副睾丸，精索，精管，リンパ節に異常

は認められなかった（Fig，3）．

 摘出物の肉眼的所見（Fig．4）．

 睾丸体部よりの腫瘤は，大きさ23x2，5×2．Ocm，

重量169，表面平滑，灰白色を呈し，割面は白色で

弾性硬であった．

 副睾丸頭部付近の睾：丸被膜よりの腫瘤は，大きさ

1．4×2．5×O．2 cm，白色，凹凸不正なるも，表面はな

めらかであったがやや硬い，

 組織所見

 睾丸体部よりの腫瘤：腫瘍部は，全般にわたって著

明な膠原線維の形成，硝子化をみ，細血管周囲に渦巻

状の走行を示す紡錘形の線維芽細胞をみるが，悪性を

思わせるような所見はみられない（Fig。5）．なお血

管周囲には，比較的著明なリンパ球，プラズマ細胞を

主とする炎症性細胞浸潤をみる（Fig．6）．本腫瘍は，
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二次的な変性のため硝子化が高度にみられるが，血管

周囲に増生するfibroblastの存在から丘bromaと考

えられた（Fig．7）．その柄端は，血管に富み，かつ

同部の間質は線維性で，散在性に好塩基性細胞質を有

する大型の細胞をみる．腫瘍移行部をみるUC，最外層

は上下2層の上皮様細胞間に結合織を含む固有鞘膜特

有の像を呈し（Fig・8），腫瘍部とは区別されており，

白膜より発生した線維腫と考えられる．

 副睾丸頭部近くの睾丸被膜よりの腫瘍の組織所見

は，膠原線維の膨化，血管の拡張がみられ，一部に円

柱上皮がみられ，これは腹腔上皮の遺残物と考えられ

る（Fig．9，10）．

 副睾丸体部の凹凸不正の隆起物は，結合組織肉芽

組織血管の増生があり，細胞浸潤がみられ，これは

組織反応性に増加したもので，fibrornaとはいえず，

むしろfibromatosisと考えられる（Fig．11）．

考 察

 睾丸被膜に発生する腫瘍は非常にまれで，報告例は

本邦および欧米においても少ない，諸家がおのおのの

見解より分類を試みているが，1924年Hinman and

Gibson3）はTab互e 1に示すような分類を試みている．

Table 1． Tumor of testicular tunics．

1． Tunica vaginalis

 A． Benign

   1． Epithelial
     Adenoma

   2． Mesoblastic

     a． Lipoma

     b． Fibrorna

   ，o．，． Heterologous tumors

     a． Cystic dermoid （none recorded）
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     b．Rhabdo皿yoma           本邦では，1958年大田黒18）の分類がある．睾：丸被膜腫

  B・Malignant                蕩は現在まで本邦において，自験例を含め36例の報告

   1・Epithelial             がなされ（Table 2），それらは一般に良性のものが多

     Carcinoma（none authentic）      く，線維腫7例，嚢腫2例，奇形腫2例，内皮細胞

   2． Mesoblastic
                        腫2例，その他脂肪腫，皮様嚢腫，混合腫瘍，平滑
     Sarcoma
                        筋腫， リンパ管腫，神経線維腫，嚢腺腫，multiple
   3． Heterologous tumors （none reported）
                        adenomatoid tumor，多発性線維腫，血管線維腫，
R，’Tunica albuginea
     a，Fibroma              benign mesotheliomaなど各1例があり，悪性のも

     b．Sarcoma             のはすべて肉腫であり，36例中11例である． Thomp－

                        son7）の報告でe＃ ， 51例中16例， McDonald14）は，

               Table 2．睾：丸被膜より発生した腫瘍

No． 報 告 者  年次 年令】患側 診 断 名 掲 載 誌
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101例中25例が肉腫であったという．

 発生年令としては，不明の1例を除き，10才未満4

例，10才台4例，20才台8例，：30才台9例，40才台4

例，50才台1例，60才台4例，70才台1例と比較的青

年層に多い．

 患側としては，不明の4例，両側1例を除ぎ，右側

18例，左側13例とやや右側に多い．

 睾丸被膜腫瘍の大部分は睾丸固有鞘膜より発生し，

白膜より発生するものはさらにまれである．本邦で

は，1949年高安9）のmixed tumorをはじめとして，

自験例を含め6例の報告がなされているにすぎず，こ

れに欧米の例を加えても18例をみるにすぎない．これ

ら工8例のうち10例が線維腫で占められている．その他

adenomatoid tumor 4例， benign mesothelioma

2例，neurofibroma 1例， mixed tumor 1例とな

っている．その10例の線維腫の発生年令は20才台，30

才台が7例と青年層に最も多く，最年少15才，最高令

者は81才となっている．白膜のadenomatoid tumor

が50～60才台に多く，fibromaが20～30才台に多いこ

とはその発生機転に興味がもたれる．

 患側は左右同数である，

 つぎに睾丸白膜線維腫の発生原因vaついて，梁取21）

によれば，

 ／）真の且bromaが存在して，そこに：炎症性変化

の加わったもの

 2）慢性単純性炎症が長期にわたって存在し，そこ

にfibrinoid reactionがおこったもの

の二つが考えられる，

 炎症性変化のないfibrinoid tumorはほとんど存在

せず，われわれの症例においても，両者の鑑別は困

難であるが，肉眼的には茎を有したfibro皿aの形を

呈し，組織学的には細胞浸潤およびリンパ濾胞を形成

するなど，炎症性変化が強いが，全般にわたって著明

な膠原線維の増生，硝子化をみ，紡錘形のfirob工ast

をみることから，われわれは真のfibromaが存在し，

そこに炎症性変化の加わったものと考える，さらに

固有鞘膜にみられた白色の隆起物は，結合織および

肉芽組織の増加があり，血管に富み，細胞浸潤がみら

れるところがら，組織反応性増殖で，腫瘍ではなく，

fibromatosisと考えたいが，このfibromatosisとさ

きのfibromaとの関係lcついては不明の点が多く，

今後の研究に待たれる．

 合併症として，陰嚢水腫があり，この根治術に際し

てはじゅうぶんな検索が必要であろう，

 治療は，術前診断が困難なことから，testicleある

いはepididymisのtumorとして除塞術がおこなわ

1065

れているが，良性のtumorとわかれば腫瘍摘出術と

睾：丸部分切除術をあわせておこなうことが適当であろ

う．

結 語

 われわれは睾丸白膜に発生した線維腫の1例を報告

した，博士白膜線維腫はきわめてまれな疾患であり，

本邦文献上界4例目にあたる．

 稿を終るにあたり，ご校閲を賜わった江藤耕作教授に深謝

いたします．なお本論交の要旨は第212回日本泌尿器科学会

福岡地方会において報告した．
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         （1973年10月11日特別掲載受付）

血   尿
ま非尿困難

1排尿痛
尿意頻数

抗アレルギー作用
  圭宛炎症イ重用
に
  上皮賦活作用
  CPP（毛細管透過性元進）抑制作用

のある

〉特発性腎出血，急性出血性膀胱炎（小児出血性頻尿

症）の血尿，術後出血をすみやかに消失させる。

〉血精液症ないし出血性精嚢炎の血精液を消失させる。

〉アレルギー性および非細菌性尿道炎の尿糸，炎症を

消退させる。

［〉急性膀胱炎，前立腺肥大症に伴う排尿困難，排尿痛，

尿意頻数，残尿感を消退させる。

レ適応症

特発性腎出血，急性出血性膀胱炎

（小児出血性頻尿症），急性膀胱炎，

急性膀胱尿道炎，非細菌性尿道炎，

．血精液症，術後出血
       織難

弛≠1木オミ／7／ny，＿ゲγC

 包装 2ml 10eV・100管，5ml 5管・50管，20ml 5管・30管 健保薬価 2ml 26円，5ml 34円，20ml 139円
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